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とを示した。このことは，primitive な特徴の抽出と，その pooling が，次の特徴を生
起するという原理を強く支持する結果となっている。また，形状表現として中心軸に着
目して，これが初期・中期視覚によって計算されうることを，生理学・解剖学的に妥当
な計算論モデルにより示している。以上のように，本論文には新規性・有用性が認めら
れ，さらに提案する仮説を合理的な論理によって検証しているものと認められ，博士論
文として十分な内容を擁していると判断できる。 
 
 
【最終試験の結果】 
平成２６年１月２９日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員
出席のもと、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その
結果、学位論文審査委員全員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を
受けるに十分な資格を有するものと認める。 
